
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

学年の折り返し・運動会に向けて！ 
  
４２日間の長い夏休みが終わり、静まり返っていた学校に元気な子どもたちの声が響き、

活気が戻ってきました。この夏休みの間、大きな事故や病気もなく、子どもたちが元気に
過ごせたことが何よりです。また、子どもたちは、夏休みにしかできない体験や思い出が
たくさんできたことと思います。これも保護者の皆様、地域の皆様のお力添えのおかげで
あると感謝申しあげます。ありがとうございました。 
今日から１０月６日の前期終業式までの１か月は前期の締めくくりの時期となります。

まずは生活リズムを整えて、学びの姿勢をつくることが大切です。また、９月３０日（土）
に運動会があり、それに向けての体育科の学習も始まります。まだまだ残暑が厳しい日が
続きますので、引き続き熱中症対策、体調管理をよろしくお願いします。 
８月２６日（土）には、早朝より「ＰＴＡ親子奉仕作業」にご参加いただきありがとう

ございました。コロナの影響もあり４年ぶりの実施となりました。草引きや樹木の伐採、
溝掃除等、保護者、地域の皆様のおかげですっきりときれいになりました。今日からこれ

まで以上に気持ちよく過ごすことができます。あらためましてありがとうございました。 
                                校長 杉田 信一 

《９月の主な行事予定》 

９月 １日（金） 全校３校時授業 分団下校 
    ４日（月） 給食開始 委員会活動⑥ 
    ５日（火） 引き渡し訓練 
    ６日（水） ココロの健診日 AM 
    ７日（木） くりちゃんチャレンジたしかめテストⅡ 

１１日（月） クラブ活動⑥ 
１３日（水） なかよしタイム② のびのび広場 
１９日（火） 運動会応援練習②赤③黄④青 
２０日（水） のびのび広場 
２１日（木） 運動会応援練習② ココロの健診日 PM 
２５日（月） クラブ活動⑥ 
２６日（火） 口座振替日 
２７日（水） 運動会応援練習② 
２８日（木） 運動会全校練習② 
２９日（金） 運動会前日準備 １～４年４校時授業 
３０日（土） 運動会 全校５時間授業 

 １０月 ２日（月） 振替休業日 
     ３日（火）～６日（金） １年個別懇談会 
     ６日（金） 前期終業式 あゆみ渡し 
※予定は変更されることもあります。学年通信や学級通信でご確認ください。 

   令和５年９月１日 
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児童数 ５０１名 
 

〈学校教育目標〉 仲間とともに 全力で学び、活動する治西っ子の育成 

○は  はきはき話し、こつこつ学ぶ子  ○る  ルールを守り、元気にあいさつする子 

  ○に  にこにこ笑顔で、仲良く活動する子  ○し  しんじ合い、互いに助け合う子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけはし 
栗東市立治田西小学校 学校だより 



令和５年度全国学力・学習状況調査の結果から 
 
４月１８日に実施されました「令和５年度全国学力・学習状況調査」の結果が７月下旬

に公表されました。「児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てること」を
目的に、学校生活や家庭生活の学力の背景を含めて調査されています。調査結果を分析し、
よりきめ細やかな指導に努めるとともに、課題に応じた学力向上につながる具体的な指導
方法の工夫や授業改善に取り組んでいきたいと考えています。 
以下に、本校の結果の概要についてお伝えします。なお、個々の結果につきましては、

前期終業式１０月６日（金）に前期あゆみと一緒にお渡しします。 
 

学力状況調査の結果 

【国語科】 
 本校は、「言語の特徴や使い方に関する事項」について、「送り仮名に注意して、漢字を
文の中で正しく使うことができる」「文章の種類とその特徴について理解している」ことを
問う問題の正答率が高かったです。一方で、「話すこと・聞くこと」「読むこと」の領域に
おいて、「文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができる」「必
要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分の聞きたいことの中心をとら
えることができる」ことを問う問題の正答率が低かったです。また、選択式で回答する問
題の正答率に対し、記述式の正答率が低く、無回答率も高いです。以上のことから、基礎
的な事項は身についていますが、目的や意図に応じて話の内容を的確に捉え、自分の考え
をまとめたり、それをわかりやすく伝えたりする力に課題があることが伺えます。 
【算数科】 
 本校で正答率が高かったのは、「変化の関係」の領域で、「伴って変わる二つの数量につ
いて、表から変化の特徴を読み取り、表の中の知りたい数を求めることができる」「伴って
変わる二つの数量の関係が、比例の関係で
はないことを説明するために、表の中の適
切な数の組を用いることができる」ことを
問う問題でした。一方で、「図形」の領域に
おいて、「正三角形の意味や性質について
理解している」ことを問う問題の正答率が
低く、全国的にも特に正答率が低かったの
が右の問題です。テープの幅が三角形の高
さになり、底辺も等しいため「面積が等し
い」というのが正解ですが、「高さが書か
れていないため比べられない」という誤答
が多かったです。三角形の公式の構成要素
（高さ・底辺）に着目するなど、必要な情
報を見出したり、数値を当てはめたりして
考えていく力に課題があると考えます。 
 

学習状況調査の結果 

【児童質問紙】 
肯定的な回答が多かった項目は、「朝食を毎日食べている」98.8％、「人が困っている

ときは進んで助ける」95.0％、「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」
96.3％、「人の役に立つ人間になりたいと思う」95.1％、「友達関係に満足している」
92.6％でした。一方、気になる項目としては、「学校の授業以外に、普段勉強をする時間
が 30 分以内、全くしない」27.2％、「休日の勉強時間が１時間以内、全くしない」
55.6％がありました。また、「1 日当たりの読書の時間が 10 分より少ない、全くしない」
48.2％、「読書は好きではない、あまり好きではない」43.2％、「国語の勉強は好きで
はない、あまり好きではない」49.4％でした。 
以上のことから、家庭学習を含め自ら学習に取り組む習慣をつけることや、様々な機会

に文字や言葉に触れ、読書に親しむ習慣を身につけていくことが大切であると考えます。 


